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脳 波 の チ ェ ッ ク ポ イ ン ト  Q & A  ( 大 田 原 俊 輔 , 大 友 英 ' 編 ) ,  P P . 6 9 - 7 6
メ デ ィ カ ル セ ン タ ー 1 9 8 2
3
飯 沼 ・ 一 宇
癖 雛
今 H の 小 児 治 鴨 吋 旨 針 ' ・ 第  5 版 σ 川 藤 英 夫 , 浦 田
1 0 - 1 1
4
登 , 多 田 啓 也 , 薇 内 百 治 編 ) ,  P P . 4 3 - 5 2
' ・ 1 ・ . 1 _ 1 _ 1  i l  } 店
1 9 8 0
飯 沼 一 宇
臨 床 脳 波 判 読 の 実 際
小 児 神 経 学 の 進 歩 ・
1 5 7 - 1 6 9
5
飯 沼 ・ 一 宇
[ て ん か ん ] 薬 剤 治 療
新 小 児 医 学 大 系 ・ 第 1 3 巻 E
1 9 8 - 2 1 3
6
飯 沼 ・ 一 宇
抗 て ん か ん 薬
新 小 児 除 学 大 系 ・ 第 6 巻 A
1 8 0 - 1 8 9
第 1 4 集 ( 日 本 小 児 神 経 学 会 卒 後 教 育 委 員 会 綸 ) ,
診 断 と 治 療 社
7
久 , 山 ド 文 飢 羽 , D ,
[ 長 e 子 i 1 1 影 t
飯 沼 ・ 一 宇
小 児 神 経 学 1 9 部 年 度 の 展 望 ・ 診 断 技 術
小 光 神 経 学 の 進 歩 ・ 第 1 5 集 ( 日 木 小 児 判 喨 於 1 会 卒 後 教 育 委 員 会 編 ) ,
診 断 と 治 療 社
1 8 1 - 1 8 2
( 小 林 登 , 多 田 啓 也 ,
8
飯 沼 ・ 一 宇
点 頭 て ん か ん
症 例 で 学 ぶ 小 児 の 神 経 疾 患 ( 前 川 喜 平 編 ) ,  P P . 2 5 - 2 9
P P
1 9 8 3
( 小 林 登 , 多 田 啓 也 ,
P P
1 9 8 5
薮 伊 1 ' i 治 i 罰 ) ,
中 山 i 吽 店
P P
1 9 8 5
薮 内 酉 治 新 D ,
' ・ ^ 山  N ・ 店
P P
1 9 8 5
P P
1 9 8 6
^ 1 ・ , 外 医 学 宅 に
1 9 8 6
9 飯沼・一宇
神経皮膚症候群
今日の小児治療指針・第7版(ナ高
10 飯沼・'宇
小児神経学1986年度の展望・診断技術
小児神経学の進歩・第16集 Uヨ木小児朴経学会卒後教育委員会編),
診断と治療社194-195
11 飯沼一宇
癌声H
今日の小兇捻断指針・第 1版(前川'1平,白人利夫,
15
12 飯沼・一宇
Down症候併, L印nox"郡矣群,猯1鳴き症候群, Reye症候群, sturge-
Weber症候群, west症候群, XXX症候群
プリンシノ勺レ症候群ぐ宮坂松衛,古沢新平編),PP.44-45,114-115,
日本医水新桃社156-157,184-185,214-215,219
飯沼・一宇
非てんかん忰と見誤れるてんかん性粘神畔筈
てんかんと料沖悴阜客 q肖野昌・一編), PP.16-19
H木チバガイギー株式会社
噺之,_'河春樹,埀田政仁寺励,
医学習院
13
25
14 飯沼・字
RI・MRI・PET
小児神経疾患診療ハンドブヅク q皮辺一功新D, PP.241-247
南'堂
P.505
1987
15 飯沼・一宇
小児神経学1987年度の展望・診断技術
小児神経学の進歩・第17集(Π木小児れ松鑑学会卒後教育委員会新D,
診断と治療社161-162
上屋裕編),
医二}をi11院
PP
1987
16 飯沼一・宇
愆J樹算{害
今Mの小児診断指針・第2版(前川喜平,
124-128
PP
1989
PP.12-
1987
17 飯沼・'了
小児神経学198部下度の展望・診断技術
小児神経学の進歩・第18架(羽本小児神経学会卒後教育委貝会編),
診断と治療社164-165
37,
1987
1988
1988
白木和夫,
PP
1988
士鯵裕新D,
医学,11・院
PP
1988
2 6
1 8
飯 洞 ' 宇
小 児 神 経 学 最 近 の 展 望 ・ 診 断 技 術
小 児 神 経 学 の 進 歩 ・ 第 1 9 集 ( 日 本 小 児 神 経 学 会 卒 後 教 育 委 員 会 編 ) ,
P P
診 断 と 治 療 社
1 6 3 - 1 6 5
1 9 9 0
飯 沼 一 宇
ゾ ニ ミ サ ド 「 薬 の 岳 1 Ⅱ 乍 用 計 典 」 ( 田 村 豊 平 編 集 委 e 辻 司 ,  P P . 1 0 3 5 - 1 0 3 6
産 業 ヨ " 介 会 部 川 H 則 扱 セ ン タ ー
1 9 9 0
1 9
2 0
飯 沼 ・ 宇
小 児 脳 波 判 統 の ポ イ ン ト
小 児 相 」 経 学 の 進 歩 ・ 第 2 0 集
( 日 本 判 1 経 ' γ 、 会 パ 町 髪 教 下 i 委 員 会 新 D ,
1 3 5 -
P P
診 断 と 治 療 礼
1 5 0
1 9 9 1
飯 沼 ・ 宇
神 経 系 に 関 す る お も な 検 査
神 経 疾 越 、 の プ ラ イ マ リ ー ケ ア
太 郎 ,  1 鴨 、 ド 重 彦 新 D ,  P P . 2 5 一 妬
飯 沼 ・ ・ 宇
熱 性 け い れ ん の 窕 症 . 機 庁
< N E W  M O O K 小 児 科 2  > 熱 竹 け い れ ん ( _ 二 瓶 健 次 編 ) ,  P P . 1 7 1 - 1 7 4
釡 原 Ⅱ _ リ 扱
1 9 9 2
2 1
2 2
P P . 1 5 8 -
1 外 玲
2 3
飯 沼 ・ 一 宇
第 2 3 1 可 日 木 小 児 艸 経 学 会
H 木 小 児 神 経 半 会 の あ ゆ み
1 7 5 - 1 7 フ
P P
2 4
一 般 臨 床 医 の た め の 診 療 ガ イ ド ( 近 心 詳 代
診 断 と 治 療 社
1 9 9 1
飯 沼
j '
小 児 神 経 学 最 近 の 展 望 ・ 発 作 忰 疾 態 、
小 児 神 経 学 の 進 歩 ・ 第 2 1 集 ( 日 本 神 経 学 会 卒 後 敦 育 委 n 会 編 ) ,
診 断 と 治 療 社
1 5 9
飯 沼 一 ・ 〒
小 児 神 経 学 最 近 の 展 望 ・ 発 作 性 疾 患
小 児 神 経 学 の 進 歩 ・ 第 2 2 架 ( H 本 神 経 学 会 卒 後 教 介 委 員 会 驫 , D ,
診 噺 と 治 擬 社
1 8 5
飯 沼 一 宇
小 児 の 正 彬 、 脳 波
蚊 新 臨 床 脳 波 学 ( ゼ 創 佳 光 源 、 松 岡 洋 夫 編 ) ,  P P 3 8 - 8 5
i 一 置 ^
1 8 3 -
1 9 9 3
2 5
朝 倉  i l } j , 1 . 1 9 9 3
( U 本 小 児 判 ] 経 学 会 歴 史 ・ 央 料 ・ 委 a 会 新 D ,
診 断 と 治 療 社
2 6
P P
1 9 9 2
27 飯沼・一宇
V小児の特1散からみた病因・病態,Ⅵ主要徴候とその病態生理,鑑別診断
の糸Π,Ⅶ診断の丁・順
小児科学・新生児学テキスト(阿部敏明,飯沼一宇,吉岡"斜而,
診断と治療社56-102,103-152,153-168
飯沼・一了
良忰小児てんかん
今日の神経疾恕、治療指針(f旦1_1_Π1'邦,局介公朋総編集), PP.787ーフ89
医学俳院
28
29 飯沼・一宇
小児のてんかん
今日の治療指針19鮖 U1野原重明,阿部正罰嵯D, PP.753-754
医学;11院
30 飯溺・一宇
後頭多煉波を右し,視覚障辨を疑わせる乳児と点頭てんかん
視覚と脳波の臨床(局橋剛火,黒岩義之編), PP.150-154
新興医半斗則阪社
31 飯沼一宇
ヒスタミン神経系とけいれん
小児科の進歩巧(1而川宮・平,今村榮一編), PP.91-94
診断と治療社
27
32 飯沼・一宇
V小児の特微からみた病因・病態,Ⅵ主要徴候とその病態生理,鑑刎診断
の糸Π,Ⅶ診断の乎順
小兇科学・新止児学テキスト(改訂第2版)(阿剖牙政明,飯沼一宇,古岡
診断と治擬社 1996博斜'), PP.40-84,85-134,135-150
飯沼一宇
小児判1絲学最近の展望・発作性疾悲、
小児神経学の進歩・第25集(日本神経学会卒後教介委員会編),
診断と治療社157
飯淵・宇
(ア)料]絲・筋疾患 A.神経疾悲、.総論
小兇科学(白木和犬,前川・'f平総新辨ι), PP.1356-1363
PP
1994
33
1994
34
1995
35 四丈沼一宇
小児の細菌セザ訓漠炎
◇Πの治療指針1998
1995
1995
(Π對・原重明,阿部正利界D, PP.811-812
張.学ι1院
PP.156-
1996
医学11・院 1997
1998
2 8
3 6
根 東 義 明 , 森 本 哲 司 , 永 野 千 代 子 , 飯 沼 一 十
低 C a 尿 性 高 C a m 1 症
C a ,  M g ,  P  の 臨 床 ( 丸 茂 文 昭 1 船 , 秋 葉 隆 瓢 D ,
3 7
飯 沼 ・ ・ 宇
熱 " 1 け い れ ん , 孤 発 発 作 ,
て ん か ん 症 候 群 ( 清 野 昌
3 8
森 本 哲 司 , 根 東 義 明 , 飯 沼 ・ 一 宇
腎 の 形 態 と 機 能 は ど う な っ て い る 力 四
小 児 腎 疾 態 、 Q & A  ( 0 打 藤 拓 , 吉 川 徳 茂 糾 D ,
3 9
飯 沼 一 字
Ⅲ 小 児 の 特 微 か ら み た 病 因 ・ 病 態 , Ⅳ 主 要 徴 候 と そ の 病 態 牛 , E , 鑑 別 診 断
の 糸 1 - 1 ,  V 診 断 の 手 順
小 児 科 学 ・ 新 牛 . 児 学 テ キ ス ト ( 全 血 改 訂 第 3 版 ) ( 阿 ・ 部 敏 明 , 飯 沼 ・ 一 宇 ,
吉 岡 打 " 易 ,  P P . 3 5 - 7 4 , 7 5 - 1 0 9 , 1 1 0 - 1 2 1
診 断 と 治 療 社
1 9 9 9
飯 沼 ・ 宇
J 神 経 ・ 筋 疾 患 概 説 ,  J - 1  ウ ェ ス ト 症 候 群 ,  J ・ 2 結 分 樹 生 硬 化 症
小 児 慢 竹 1 特 定 疾 患 治 療 マ ニ ュ ア ル ( 柳 ■ 畢 正 綻 監 , 中 澤 新 平 , 内 1 _ 1 _ 1  聖 , 森
川 昭 廣 , 石 澤 瞭 , 奥 野 晃 正 , 宮 1 刊 兒 一 ・ 郎 , 松 浦 信 夫 , 黒 山 泰 弘 , , ト 宮 山
i 亨 , 飯 沼 ・ 宇 新 D ,  P P . 4 8 4 - 4 8 5 , 4 8 6 - 4 8 9 , 4 9 0 - 4 9 2
診 断 と 治 療 社
1 9 9 9
青 午 期 良 性 部 分 て ん か ん
, 大 田 原 倹 肺 編 ) ,  P P . 4 1 6 - 4 2 8
医 学 冉 院
4 0
P P . 5 7 - 6 7
診 断 と 治 療 社
4 1
飯 沼 ・ ・ 宇
2 . 成 長 ・ 充 述 り 川 齢 に 伴 う 注 意 す べ き 微 候  7 . 擁 箪
症 候 か ら 診 断 へ ・ 第 4  条 ( 上 島 国 利 , 叫 } 、 R 重 彦 編 ) ,
P P
1 9 9 8
P P . 1 6 - 1 9
医 療 ジ ャ ー ナ ル 社
4 2
飯 沼 ・ ・ 宇
2 . 生 凱 検 査 1  ( 神 経 系 )  A  j 悩 波
わ か り や す い 小 児 の 検 査 マ ニ ュ ア ル と そ の コ ツ げ 仮 冶 ・
1 9 9 8
4 3
」 ー ' →
飯 沼 ・ 宇
2 . 生 理 検 査 1  ( 判 1 経 系 )  A  筋 確 図 ( ● t 而 筋 雌 図 )
わ か り や す い 小 児 の 検 査 マ ニ ュ ブ ル と そ の コ ツ 印 反 沼
1 9 9 9
2 0 0 1
4 4
飯 洞 ・ 宇
2 , 牛 . 理 検 査 1 ( 神 経 系 )  A  判 璃 謝 云 導 速 度
わ か り ゃ す い 小 児 の 検 査 マ ニ ュ ア ル と そ の コ ツ 印 加 4
1 2 9 - 1 3 3
" 本 医 師 会
2 0 0 1
' 宇 前 嗣 ,  P P . 5 0 - 6 1
診 断 と 治 療 社
2 0 0 1
' 宇 新 D ,  P P . 6 2 - 6 6
診 断 と 治 療 社
2 0 0 1
' 宇 痢 而 ,  P P . 6 7 ー フ 1
診 断 と 治 療 社
45 飯沼・一宇
2.生理検査1(神経系) A 誘発笵位
わかりゃすぃ小児の検査マニュアルとそのコツ(飯沼・一宇編), PP.72-79
診断と治療社
46 西尾利之,根束義明,飯沼・一宇
米熟児,新生児の輸液法
輸液実践ガイド(Medicalpractice 編集委員編), PP.396-402
文光堂
47 飯沼・一宇
熱件けいれん
今日の治療指針2002 (多賀須幸男,尾形悦郎監), P.888
48
2002
飯沼一・宇
33神経・筋疾患、神経疾患.総論
小児科学(第2版)(白木和火,前、川喜平豐D, PP.1409-H15
医学冉院
49 飯沼・一宇
Ⅲ小児の特徴からみた病因・病態,Ⅳ主要徴候とその病態生理,鑑別診断
の糸口, V診断の手順
小児科学.新牛↓巳学テキスト(全面改訂第4版)(阿剖"攻明,飯沼一宇,
診断と治療社 2003吉岡卜蠏卿, PP35-75,76-110,111-123
飯沼一宇,呉繁夫,田中達也,佐藤康二
各論V-3 けいれん充作研究の進歩:乳幼児期に生じるけいれん発作の
病態と治療に関する研究
1悩科学研究の現状と課題一脳とこころの病気の解明はここまで進んだー
じほう(杉田秀夫,高橋清久編), PP.201-216 2003
飯沼・一宇
3脳の発達,発逹心理学
文光堂小児利'学(改訂第9版)(五十嵐隆編), PP25-39 2004
飯沼一・宇
どものてんかん「新・病気とからだの読本(9)こどもの柄気」(岩田こ
誠,織田敏汰,小坂樹徳,杉本恒明,奥山和男監修), PP.231-250
暮らしの手ψ占社 2004
29
50
2001
2001
51
晦学書院
52
2001
3 0
飯 沼 ・ 宇
皮 1 阿 , 頭 部 , 脳 神 経 の 診 察
乳 兇 ・ 小 児 の 神 経 学 的 診 元 " 去
2
飯 沼 ・ 一 ι f
ネ 1 1 イ 制 矣 腔 、
小 児 科 D E C I S I O N  M A K I N G  ω 、 林 昭 火 [ 詮 え 1 0 ,
研 究 論 文
1 . 飯 沸 一 了 , 成 沢 邦 明 , 山 内 イ 兪 大 , 吉 田 稔 屶 , 水 野 隆
V i l a m i n  B 6 - d e p e n d e n t  c o n v u ] s i o n  の ・ 、 イ 列
1 脳 と 兆 達 , 2 : 3 4 9 - 3 郭
2 . 水 野 降 , 本 田 筏 佑 , 飯 沼 ' 宇 , 丹 野 熊 大
け い れ ん 重 桜 状 態 に 陥 っ た 新 牛 児 の 透 明 小 陌 臼 御 泡
小 児 科 診 療 , 3 3 : 1 1 4 4 - 1 1 4 9
3 . 水 野 隆 , 渡 辺 あ ゆ 子 , 高 木 徳 郎 , 小 松 代 ガ 靱 , 山 内 倫 夫 ,
サ ル フ ブ フ ェ ナ ゾ ー ル に 見 い 川 さ れ た 抗 け い れ ん 作 用
小 児 弔 仟 含 1 女 , 3 3 : 1 2 7 1 - 1 2 7 8
4 . 飯 沼 一 宇 , 成 沢 邦 明 , 山 内 倫 犬 ,
ビ タ ミ ン B 6 依 存 性 界 雫 の 脳 波
} 悩 と 発 述 , 3 : 5 3 4 - 5 4 0
5 . 飯 Υ 召 一 ・ 宇 , 大 沼 児 , 抗 川 卯 屶 , 唐 橋 交 , 1 拓 木 徳
蝉 治 性 小 窕 作 て ん か ん 群 に 対 す る  S u l f a p h 印 a z o l e の 効 巣
j 悩 と 発 達 , 5 : 3 4 - 4 0
6 . 飯 沼 ・ 了 , 大 沼 , ι , 1 ☆ H 公 徳 光
T a y - s a c h S 払 に お け る 脳 波 の 経 時 的 変 化 に つ い て
j 悩 と 発 辻 , フ : 1 2 5 - 1 3 1
フ . 人 沼 晃 , 飯 沼 ・ ・ ・ 宇 , 田 名 部 ン K 之 , 高 松 徳 光 , 1 巧 久 兒
脳 波 上 汎 兆 性 刺 { 徐 波 結 介 を 呈 し た 紅 ゞ 1 U 木 1 匝 傷 の 一 例
眺 J ボ 小 児 医 学 , 2 4 : 1 6 - 2 1
8 .  g 1 藤 孝 , 堀 1 ノ ヨ j 藤 吾 , 鈴 人 康 之 , 田 中 j 戈 1 忠 , 石 沢 英 次 , 幽 四 N . 路 , 佐 } 係 沽 春 ,
小 讐 1 原 暹 , 平 賀 旗 大 , 加 納 ・ 毅 , 飯 沼 ノ 上 , 佐 藤 ■ 私 " , メ L 川 直 美 , 大 1 1 1 雍 f ,
加 艾 1 " い つ
低 体 洲 松 に よ る 乳 児 開 心 根 治 f 術 前 後 の 粘 神 機 能 な ら び に 脳 神 経 障 害 の 検 村
心 1 臓 , 8 : 5 0 1 - 5 0 8
1 9 7 6
( ネ 品 1 山 Z 火 監 ' 尺 ) ,  P P . 2 1 - 6 3
小 央 t Y . , 1 Ⅱ Ⅱ 版 部
P P
1 3 2 - 1 5 1
医 学 ' 咋 院
1 9 8 5
1 9 8 6
吉 H 1 様 1 1 J , 水 野 院
一 特 に ビ タ ミ ン B 6 の 恥 何 越 こ 及 ぼ す 影 糾 一
1 9 7 1
1 9 7 0
飯 詔 ・ 一 宇 , 佐 心 光 子
1 9 7 0
1 9 7 0
1 9 7 3
1 9 7 5
1 9 7 6
訳 書
9 和田義郎,飯沼・一宇,荒川雅屶
PRPP合成酵素欠損を件う低尿触血症
イ七謝,13:1737-1742 1976
工藤正文,飯沼一宇,鈴人宏,田沢即オ乍,述藤仏子,小へ判東芳彦,U 1司正設,
◇野多助,乎塚文明,今野秀彦,船ル1完一,下柴武
Central core diseaseのー一例
1-1本小児科学会緋肱,80:1054-10諦 1976
飯沼・一宇,林 111,生田房弘
行笹牙五"済"投与を受けた白[m病例の小枢.ネfM淑こみられた石峽化を伴う散在
性恥死性白質病巣について
神経逝歩,21:386-393 197フ
10
11
12 飯沼
フェニールケトン尿症の脳波
侍刷太脳波,19:3船一309 197フ
園部真,桜jl'芳明,堀重昭,エ'久,ι,飯沼一一宇
川産時伊工,1fによる羽俳1凶悩室内Ⅱ_杠血の 1手術例
脳と発述,9:220-224 197フ
席松徳光,大友剥、美,飯沼一・宇,大沼兒
AdrenoleukodyS廿Ophy の 1 症例
小児科1顎球,30:1537-157フ 197フ
大冶晃,飯沼・一宇,林正
小児急竹.1'1血病における1顎床1悩波所見
1翻,床血孜,19:107-115 1978
1司松徳光,飯沼一宇,福田守邦,大沼晃
チブノーゼ川!先天竹心疾恕、に介併した脳膿揚の5例
Π水小児科学会知えよ,83:119-126 1979
1窃松往りモ,飯沼一・.r
小児における DiphenyⅡ]ydantoin (DPH)血小濃度と尿,・1・,5-(P-1〕y小・O×・
yphenyD -5-phenyⅡ〕ydantoin (HPPH)リW世率の検肘
口人小兇科学会靴誌,83:161-169 1979
1拓松徳光,飯沼・一宇
てんかん発竹、1・司際分劉1による部分発作に刈する Diphenylhydantoin の効
果について
脳と発辻,11:17-24 1979
火沸兒,i巧舩徳光,飯治一子,兇_1蔀何海雄,波辺修一
硬1映ド柄変を件う点顕てんかん一computedtomography による検肘
1悩と充辻,11:35-44 1979
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31 飯治・・・宇,半田郁f,笛木昇,山本克哉,小島明,萩野谷利裕
小児の難治性てんかんに対する Zonisamide(AD-81のの臨床効果
一特に側珂鶏野丙変と関連してー
小児科臨床,40:2369-2374 1987
小国引、呈,林北見,福1[ト幸火,飯沼・一宇,関亨,涛野昌・、,渡辺'功,
二牧孝志,大田原俊姉,黒川徹,架谷典、量
新抗てんかん薬AD-810 zonisamideの小児てんかんにおける廓床第三柑
試験
小兇科臨床,41:439-450 1987
稲永和豊,熊代永,福山幸夫,大田冴U却鯆,飯沼'宇ほか
TRH analog (DN-1417)経U剤の難治性てんかんにおける1顎床試験
てんかん研究,6:58-68 1988
飯沼一宇,大矢達屶大田原俊輔,Ⅱ_嚇羽艇子,粟屋「11[」^,
てんかんに対する徐放刊ソ勺レプロ酸製剤KW・6066Nの岫'床効果・・バル
プロ酸製剤Depaka〕e錠とのクロスオーバー比1皮試験一
診療と新薬,25:2013-2021 1988
半幽郁了,小島明,飯沼・一宇,速水俊三
水無脳症と高度水頭症における脳波の診断的価価について
臨床脳波,30:244-248 1988
小島明,鈴人再久屶,笛人昇,萩野谷和裕,柳沢俊郎,飯沼一・宇
乳幼児の発逹と誘発電位一窕逹にヌ1する予測評価の試みー
脳と発辻,21:42-48 1989
飯沼一宇,小島,明,波辺瑞香・f,萩野谷利裕
片麻抑恕J占における祝覚誘発'"位について
臨床脳波,31:164-168 1989
萩野谷和裕, H1川純・一郎,野吊知世,波辺瑞香f,飯沼・一宇,成沢邦明,多田
啓也
Leber先天盲とぺルオキシゾーム荊の関迎について・極長金削偏肪酸の」凹
加が認められたLeber先天盲の姉妹例
脳と充辻,21:348-353 1989
福1Ⅱ幸火,二浦寿男,飯淵一・了,大塚親哉,前川再平,関宇,橋木消,
'宅捷太,波辺一功,薮内山治,松尾保,大剛原倹鯆,梶谷需,満留昭久
ジブゼパム半剤(WDM470D の熱性けいれんの再発防止効果に関する賄
床評価一フェノバルビタールナトリウム坐刑を対照薬とした他施設群冏
比峻試験
小児科臨1太,44:543-5価 1991
32
33
34
35
36
33
39
37
38
3 4
4 0
森 川 利 火 , 五 十 嵐 裕 , 飯 沼 ' 了 , 多 田 啓 也
小 児 父 管 支 喘 息 に ヌ 寸 す る ロ メ ヅ ト 錠 の 使 1 1 ・ } 経 験 ・ 他 施 設 恊 同 治 験 一 ・ 小 兇
科 診 療 を 刈 照 桑 と し た 他 施 設 群 闇 比 i 1 竣 試 験
小 兇 科 Π 今 療 , 5 4 : ] 6 9 9 - 1 7 0 4
1 9 9 1
多 田 秤 也 , 根 東 設 明 , 飯 沼  y 卞 一 呉 繁 大 , 成 沢 邦 明 , ¥ , 坂 沽 , 佐 1 誤 Ⅷ 夕 詔 屶 ,
大 村 沽
井 ケ ト ー シ ス 型 高 ク リ シ ン 血 症 の 兄 斗 H 列 侍 ' 床 所 見 な ら び に 化 イ ヒ 学 的 所
見
1 9 9 2
小 児 科 , 3 3 : 2 1 3 - 2 1 8
萩 野 谷 羽 1 裕 , ' 宮 林 中 明 , 小 島 明 , 菊 地 正 広 , 飯 沼 一 ' 宇 , Ⅱ _ 1 木 克 哉
ミ ト コ ン ド リ ブ 燃 幼 分 症 の 呼 吸 障 筈 に 対 す る  l d e b 印 o n e  の イ i 剣 げ 耕 こ つ い て
1 9 9 2
臨 j 太 恥 御 女 , 3 4 : 2 8 0 - 2 8 3
' ^ 1 - ゛
堺 武 り } , 禅 場 智 , 村 j 沢 秀 行 , 五 ・ 十 嵐 裕 , 飯 沼 ' 1
洗 い 出 し 用 人  f 呼 吸 器 を 用 い て の 新 什 . . 兇 機 能 1 ¥ リ 戈 気 品 測 定 裴 罷 の 捌 兆
1 9 9 5
日 本 小 児 科 学 公 側 三 よ , 9 9 : 6 1 7 - 6 2 1
心 岬 J 剣 膏 , 小 川 英 伸 , 浅 沼 弧 紀 , 大 場 美 奈 f , 松 原 洋 ' , 貴 1 川 洲 節 子 , 大 浦 敏
陣 , 五  1 ・ 嵐 裕 , 飯 汝 ・ 一 宇
デ オ キ シ コ ル チ コ ス テ ロ ン の  k . 昇 を 認 め た 2 ] 一 水 酸 化 酵 系 欠 投 応 半 . 純 屶 性
化 型 女 光 例
1 9 9 5
Π 木 小 児 科 学 会 判 既 志 , 9 9 : 1 8 2 9 - 1 8 3 4
゛ ー , ー ゛
獣 山 浩 之 , 飯 沼 ' 了
抗 ヒ ス タ ミ ン 作 用 を も つ 薬 刑 に よ る け い れ ん 誘 発 と d  ク ロ ル フ ェ ニ ラ ミ
ン に よ る 脳 波 賦 活 貳 験
1 9 9 6
臨 床 俳 苅 波 , 3 8 : 2 8 1 - 2 8 4
膝 所 リ 矧 奮 , 小 川 共 仲 , 浅 沼 Ⅲ 沫 己 , 五  1 ' 嵐 裕 , 飯 沼 ・ ・ " 卞
視 床 、 ド 部 過 誤 肺 に よ る 忠 存 期 〒 発 , i 下 を 来 し た 1 】 ・ 茂 i ・
指 症 候 群 の 1 乳 児 例
ホ ル モ ン と 臨 床 , " : 7 9 - 8 2
1 9 9 6
飯 沸 一 '
仏 j 捺 篤 , 今 泉 益 栄 , 斉 藤 稔 暫 , 古 成 み や こ , 鈴 木 保 史 朗 , 崔 硯 ,
宇 , 仇 藤 貴
抗 N A 2 抗 外 に よ る 同 種 免 疫 竹 吹 了 中 球 減 少 症 の Π 舛
日 人 小 児 血 液 学 会 卿 三 志 , 1 0 : 1 9 4 - 1 9 8
1 9 9 6
田 寸 ・ , 総 ・ 、 郎 ,  1 曙 1 卯 勝 , 織 1 1 1 浩 之 , 今 公 弥 , 飯 沼 " j
^  1 - .
嵯 度 粘 神 遅 滞 ・ て ん か ん ・ 1 , Y i 音 降 冉 ・ 曄 、 F 1 箪 〒 1 1 を 介 併 し 頭 部 M N  に て 両
側 弁 ' 部 に 皮 質 形 成 妥 ' 常 を 認 め た 1 例
小 児 科 , 3 7 : 1 4 5 1 - 1 4 5 6
1 9 9 6
4 1
4 2
4 3
4 4
4 5
4 6
4 8
4 7
49 Ψ弓、ト'゛彦,、、、_順健次、飯汝・・1.,佐}佳猛,湯浅龍彦,占岡三忠・f,大田原俊
岫,竹F研 1,黒川徹
Ⅲi急刊1硬化竹.令1悩炎(SSPE)に対する MR・21(1FN■のW刷米効果
肌1床[矢薬,13:97-120 1997
11!鳥卜小1彦,'_順健次,飯附ノ・上,仏J黎猛,湯浅龍彦, i!i1削三忠子,大山原俊
岫,竹、F研三一'熊川徹
゛急、杜優化性个1悩炎(SSPE)に刈するヒトリンパ牙球インターフェロン
(HLBD の昭肝ξ脚強成紬
凱9いく医祭,13:121-NO 1997
大解児,4゛木1"、f,飯沼ιデ
皮質形成1箪轡の画像診断と昭床劾」状・ヰ丁に SU寸ace anatomy scan による
1脳表画像を小心に・ー
1悩と発途,29:2舗一290 1997
1拓柳勝,山本兇哉,小川洋,飯汝・宇
小兇細菌件舳映炎の予後関迎1大1子に関する検副
}悩と発途,29:291-297 1997
人V{健兒,虻川人樹,渋谷秀則,'・ト川夬智イ,小Nリ太・f,飯沼、宇
AlagiⅡe症候1仟の双胎例
日本小児栄碇消化排病'γ会瑞歸ι,12:64-68 1998
大油敏1当,虻川大樹,荘1孑Ⅱ厶行,多Ⅱν'*也,山【、1昭彪、,荒島典'郎,冷牟山修
,飯沼・"j't
1・ 6 才兇を対染としたウイルソン病マススクリーニンクの検'i、1
日本マス・スクリーニンク'学会,ι,8:フ-12 1998
熊浦六里・f,虻川大樹,小澤恭f,坂本修,松原洋一・',小川美智・f,飯Υ召・牛t
卵剥"W仟炎を合併・した2番染色休長腕部分欠失の1例
H本小児科学会剣[誌,]03:48-51 1999
虻川大樹,大沼健兒,小譯・恭・f,中川美智了,渋谷秀則,加班樹リ1・,飯淵,子t,
田洋剣オ午
Alag辺e症候群の丁イ麦と川移舶の適応に関する検討
1_1水小児科学会雑'ι;,103:耶4一郭8 1999
人油敏博,商橋立子,梨g易智,辨武屶,飯沼・子
太治療の1拓フェニルアラニン血井女性より出牛した厭性フェニルケトン尿
1主(マターナルPKU)のーイ列
日本マス・スクリーニンク学会,捻,9:57-61 1999
小淵リ太丁・,虻川大樹,友政剛,加心啼・,側史沼一宇
Π己免疫竹}仟炎の]幼兇例
1_1本小児栄養消イヒ器病学会緋誌,13:105-109 1999
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千 藥 汗 夫 , ・ ・ ・ 戸 Π 川 子 , 古 1 岡 美 チ 朗 , 参 誓 場 智 , 堺 武 屶 , 飯 沼 一 宇
先 夫 性 馴 叫 鉱 瑚 矩 に 対 す る 内 * 扣 サ 冶 療 法 の 検 肘
1 9 9 9
訂 人 小 児 科 学 会 郷 ' 志 , 1 0 3 : 1 2 3 9 - 1 2 4 4
劉 文 , 森 本 哲 司 , 根 東 義 明 , 永 野 下 代 子 , 長 Π 1 道 犬 , 内 H 1 信 ・ ー ' , 人 沼 祥 子 ,
飯 淵 ・ ー サ 1
新 生 兇 剣 尿 濃 縮 機 榊 に お け る 將 航 質 対 向 流 増 暢 系 の 質 的 機 枇 転 換 の 証 明
1 9 9 9
日 木 d ↓ W 野 臓 病 学 会 剣 i 七 , 1 2 : 1 0 9 - 1 1 1
佐 々 木 征 行 , 橋 水 俊 顕 , 島 田 司 巳 , 飯 沼 一 宇 , 伏 木 信 沈 , 商 里 予 知 行 , 1 叫 鋏 次 ,
近 心 郁 子 , 二 池 輝 久
ブ ン ケ ー ト に よ る 片 仙 Ⅱ 亘 脳 症 令 1 司 J " 査
脳 と 兆 逹 , 3 2 : 2 5 5 - 2 6 0
2 0 0 0
勝 島 史 火 , 森 本 哲 司 , 堤 羽 1 泉 , 永 野 千 代 f , 根 東 義 明 , 飯 沼 ・ 一 宇 , 佐 藤 博
長 川 1 剛 シ ク ロ ス ポ リ ン を 投 リ ・ し , 継 絖 し て 腎 矧 織 所 見 を 観 察 し 得 た 頻 回 再
発 型 ネ フ ロ ー ゼ 症 候 群 の 1 例
小 兇 科 W i J 未 , 5 3 : 1 5 5 7 - 1 5 6 0
2 0 0 0
小 澤 千 冬 , 田 中 総 ・ 郎 , 横 山 浩 之 , 飯 沼 ・ 一 宇
・ 過 性 の 群 発 け い れ ん を 上 徴 と し た 幌 微 な 急 、 性 側 侠 下 血 腫 の 1 例 一 良 忰
乳 児 け い れ ん お よ び 乳 児 喪 件 部 分 て ん か ん と の 鑑 別 上 の 惜 」 題 点 ・
2 0 0 0
脳 と 発 逹 , 3 2 : 3 2 8 - 3 3 3
大 浦 敏 博 , 1 師 介 祁 義 降 , 加 膝 一 ' 火 , 剣 辻 沼 一 宇
カ ラ ク ト ー ス 血 症 の マ ス ・ ス ク リ ー ニ ン グ を 契 機 に 発 見 さ れ た F a n c o n i -
B i c k e 1 症 候 群 の イ 舛
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片側竹多北胞性異形成臂20例の新IJ巳管理
Πポ新生児学会知,詰,39:43-46 2003
,・1・峅寸好一,飯沼・一宇,f岡鉄次,'_j仙健次
臨床瓢畔f仙人票からみたⅡ急性硬化性全脳炎(SSPE)の疫学像
1悩と窕辻,35:316-320 2003
廣徽二三恵子,横山沿と,野U甲、恵,萩野谷羽咋弁,吉木止志,飯沼・一宇
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Ⅷ 仟 Π 6 2 イ W 夏 研 究 桃 告 , 1 1 ,  P P . 1 1 7 - 1 2 1
4
2 0 0 4
5
6 飯沼・一宇,萩野谷和絡,宮林埀明
チトクロームCオキシターゼ欠損痔における確顕組織化学による酵系活性
の検肘
1リ.生省神絲疾悲Wf究委託費「発育j卯悩陣害の発牛一判坊と成因に関する研究」
川仟那21γ度研究報告'11, PP.199-205 1988
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2 0 0 0
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局 在 竹 才 剛 悩 症 ・ 厚 脳 回 症 . 領 域 別 症 候 群 シ リ ー ズ 神 経 症 候 群 Ⅲ
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つ た 病 態 ・ 最 近 の 進 歩 ・ 今 後 の 展 開 ]
小 リ ι 科 診 療 , 4 5 : 1 3 3 5 - 1 3 3 8
西 尾 利 之 , 根 束 義 明 , 飯 沼 ・ 一 宇
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飯 沼 ・ 一 宇
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た治療法]
小児科,42:1876-1882 2001
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小兇科診療,65:96-99
飯淵・宇
J-」ー゛
特架:てんかん1一診断治療の進歩てんかんの機能的画像診断
小児内科,34:719-724
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薬理学的機序からみたてんかんの薬物療法
小児科,43:147フ-1481
坂本修,火浦敏博,飯沼・宇
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小児医学妓近の進歩[Barth症候群の分・子遺伝学と1顎床]
小児科,43:20Ⅱ一2016
飯沼・一宇
非俊襲的脳機能検査法の進歩と小児神経
1悩と発逹,35:97-104
大浦敏博,坂本修,飯沼一宇
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外来小児科と医学教育
外来小児科,6:347-350
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を頭翫小児判]経科医のアイデンティティー
脳と充辻,32:194
飯沼・・・行ご
エピレプシーコラム①「てんかん20世紀をふり返る」
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エピレプシーコラム②「紕てんかん20世祀をふり返る」
Epilel〕sy Review,2:3
飯淵・一宇
大学抽院の令館禁艸!イヒ
宮城県医師会桜盛夏随恕, PP.678-679
1998
25
1999
2000
2000
郵び゛
PP.129-133
Π人医帥会
2001
2001
2001
5 2
2 6
飯 沼 ・ 一 宇
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1 1 畄 と 発 辻 , 3 5 : 3 7 2
2 7
飯 淵
」 ・
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飯 淵
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人 阪
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仙 今
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部 分 て ん か ん 患 者 に お け る
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6 飯沼・一宇
新小児・小児脳波の検査法と半山売
生理検査研修会,特別講演 仙台 1993
飯沼一宇
ヒスタミン神経系とけいれんーその基礎と臨床とのかかわり
第U川近畿小児料1経学研究会,特別iル演 大阪 1993
飯沼・宇
.^」^,
てんかんと画像診断
第部回東北小兇神経学研究会,4切11汎演 仙一 1994
飯沼一宇
小児剣発症難治てんかんをめぐって
第12回宮城てんかん研究会,特別i品熊 仙一 1994
飯WI・・・1t
てんかんと画像診断:PET による乳児重症ミオクロニーてんかノしの研究
第28回1_1本てんかん学会シンポジウム 岡 1」_1 1994
飯沼一宇,桜山浩之
てノしかん1魚ノ無の1'礎研究丁1・,枢ヒスタミン作動系とけいれん
第28回H本てんかん学会サテライトシンポジウム 岡111 1994
飯沼・宇
ルKて新しい神経伝辻系ヒスタミン・・特に幼少娚における役割・
錦821田H本小兇科学会福島地力会,特万嚇蒜演 いわき 1994
飯沼一宇
小児j悩波の検査法と判統
第311川Π本脳波→万屯図技術講習会,特別講演 仙d 1994
飯沼・一宇
中枢ヒスタミン神経系のけいれんへの関わり
第38回岡"_1てんかん恕話会,特別講演 岡山 1994
飯沼・一宇
新生児けいれんをめぐって
Π本光科婦人科ツ会宮城地力部会,特別講演 仙一 1995
'ー」→
飯1召・宇
中枢ヒスタミン神経とけいれんの関わり
第81回徳島てんかん談話会,噛男1倩靜熊 徳島 1995
飯招・一宇
小枢ヒスタミン神経とけいれんの関わり
横浜判↓奈川てんかん懇話会 1995
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飯 洞 ・ ノ 了
特 発 竹 、 沿 因 件 , 症 候 性 W e S ぜ 宗 候 群 ,
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1 9 9 5
飯 沼 一 宇
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仙 d
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飯 沼 、 ' ・ j !
け い れ ん と 門 ・ 斗 区 ヒ ス タ ミ ン 判 1 経 系 : そ の J よ 礎 と 昭 汰
福 島
第 1 5 1 回 東 北 て ん か ん 学 会 , 特 別 講 演
飯 沼 一 ・ ・ 左 j 、 :
中 枢 ヒ ス タ ミ ン ー ー 1 日 く て 新 し い 神 経 , " 断 i 閧 丁
小 平
第 Ⅱ 回 多 摩 て ん か ん 懇 話 会 , 特 ・ 別 講 演
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2 8
1 9
2 0
2 1
2 2
2 3
2 4
2 7
1 9 9 5
2 5
1 9 9 5
1 9 9 5
2 6
29 飯沼'宇
こどものひきつけについてのおえ力
仙今平成8午度央北労災病院研修会,特・別講演 1996
飯沼ノ卞
乳児の発辻と保健
仙会 1996平成8年度乳児保育研修会,噛別講演
飯汝・・・/i't
抗ヒスタミン薬とけいれん
1、ミ」;』錦27回岐申.エピレプシー価究会,削拐11講演
飯沼一・・井二
てんかんの機能的ブレイン・イメージング.PET によるてんかん病態の
検討
第301回日本てんかん学会ポストコングレスサテライトシンポジウム
多摩
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33 飯沼'字
どものひきつけに出会ったらこ
亘凹!郡医師会学術講演会,特別講仙
飯汝・一宇
てんかんと1Ⅷ像診断
第21印1北1雌てんかん懇話会,竹別'拓演
飯沼・・宇
抗ヒスタミン剤とこどものけいれん
仙台・一医会総会,特別講演
飯沸・・宇
抗ヒスタミン薬と小児揮雛
第31川てんかん・枢挙の治療研究会,特別講演
飯Υ召一'宇
脳皮質j1知矧蹄古とその症候
第8回Π本小児整形外科学会学術染会,教育講演
飯1門・・一苛ξ
了どものひきつけに出逢っ九ら
イ111friⅡ医1耶会勉弧1会,牛!"刈靜f禅1
飯沼'宇
どものけいれんと中枢ヒスタミン神経系こ
第118但ル1木小兇科学会肖森地力会,特別誥演
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仙日 1998
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1998
37
1996
38
39
1996
亘理 1996
金ポ 1997
仙ム 1997
宇都笹 1997
仙ム
5 6
4 0
飯 沼 ・ 一 宇
て ん か ん 診 療 に お け る 画 像 診 断 の 進 歩 と 将 来 忰
第 1 9 回 宮 崎 て ん か ん 懇 話 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ ・ 一 宇
抗 ヒ ス タ ミ ン 薬 と 小 児 の 癒 染
第 1 0 回 北 九 州 て ん か ん 懇 話 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ 一 宇
抗 ヒ ス タ ミ ン 薬 と 小 児 の け い れ ん
第 6 0 回 日 本 小 児 科 学 会 茨 城 地 力 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ 一 宇
ヒ ト 脳 の は た ら き を み る ・ 一 最 近 の 機 能 的 四 1 像 仰 井 斤 の 進 歩 一 ・ ・
第 7 回 岡 山 成 長 障 害 研 究 会 , 特 別 誥 演
飯 沼 ・ 宇
小 児 科 の 過 去 に 学 び 未 来 を 芳 え る
第 2 0 回 秋 田 県 小 児 科 医 会 総 会 , 特 別 講 演
飯 沼 一 宇
中 枢 ヒ ス タ ミ ン 神 経 系 と け い れ ん
第 1 7 回 秋 田 県 て ん か ん 研 究 会 , 特 別 誠 演
飯 沼 ・ ・ 宇
も し も 子 ど も の ひ き つ け に 出 会 っ た ら
柴 田 郡 医 師 会 学 術 講 演 会 , 特 別 満 演
飯 沼 ・ 一 宇
小 児 科 の 歴 史 に 学 び 米 来 を 考 え る
会 津 小 児 科 除 会 学 術 講 演 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ 一 宇
こ ど も は 未 来 へ の 宝 ・ 、 小 児 科 の 歴 史 に 学 ぶ
小 児 の 粘 神 ・ 神 経 フ ォ ー ラ ム , 特 別 溝 演
飯 沼 ・ 一 宇
新 ミ レ ニ ブ ム の 小 児 科
石 巻 地 区 小 児 科 会 勉 強 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ f 、
' ー 」 ^
子 供 の ひ き つ け に 出 会 っ た ら
綜 合 南 東 』 ヒ 病 院  M e d i c a l c o n 「 e r e n c e , 4 寺 呂 1 」 盲 緯 溢 1
飯 沼 ・ 一 宇
こ ど も の け い れ ん の 考 え 力
S o u t h e r n  T o h o k u  R e s e a r c h  M e d i c a l  c o n f e r a ] c e , 特 別 講 演
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" 宮 Ⅲ 奇
4 7
北 九 州
1 9 9 8
4 8
1 9 9 8
日 _ ウ ニ
4 9
1 9 9 8
岡 山
5 0
1 9 9 9
耿 田
5 1
2 0 0 0
1 9 9 9
秋 田
大 河 原
1 9 9 9
会 津 若 松
1 9 9 9
1 9 9 9
熊 小
1 9 9 9
石 巻
2 0 0 0
岩 沼
2 0 0 0
郡 1 1 1
52 飯WI-'宇
こどもは末来への宝
Π本小児科学会祐瑞j地力会,"冴lj諧演
飯眉一・宇
小枢ヒスタミン神経系と小児癒箪
第171司奈良エピレプシークラブ,噛別蕭演
剣父Υ召・宇
機能的画像解析と小兇神経学
第2110]1U1Σ川A小児神経研究会,特別i朧貞
飯淵・了
科学躍進の世紀の次に見る捗
第14回埼玉小兇神経烹隔舌会,特呂垢ぬ侠
飯沼・・・宇
医の原点としての小児科
第104回Π本小児科学会学術架会,会頭講演
飯沼・一宇
ランチ,ンセミナー:てんかんの薬物療法
第43回日本小兇御経学会,特別1峠演
飯沼・一宇
小児神経 e拘における井侵襲r削悩検査法一今,
第721回"本小児科学会山形地力会,特別諧演
奴沼・一宇
井侵襲的脳機能検査法の進歩と小兇神経
第441回日本小児柳経学会総会,会長擶演
JJ-.
飯沼・」
子どもの急変への対応
市民阪学講座.牛"刈講演
飯沼・一宇
非侵襲的脳検査法とてんかん
第10回九州111Πてんかん外科研究会,特別講演
53
54
55
56
57
58
57
いわき
59
2000
奈良
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2001
小郡
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2002
2001
岩槻
62
薬理学的機序を踏まえて
岡111 2001
斂沼
2001
小児科における非侵襲的脳検査法の現状
東北厚生年金病院研修会,特別講演 仙台
飯沼"r
令館禁煙の実施経過と問題点
第2回氏師向け禁畑推進セミナー,冴%7戸1循喋器学会,シンポジウム
福岡 2003
仙日
63
脳はここまで分かる
山形 2002
2001
2002
仙ム 2002
石巻 2002
福岡
?
5 8
6 4
飯 沼 ・ 一 宇
小 児 て ん か ん の 病 態 と 治 療
福 岡
第 2 6 回 Π 人 医 学 会 , レ ク チ ャ ー
2 0 0 3
飯 沼 ・ 一 宇
C h i l d  n e u r 0 1 0 g y  i n  A s i a  :  T r e n d s  o f  c h i l d  n e Ⅲ 、 0 1 0 g y  i n  J a p a n  n ' o m  a  p o i n t
O f  v i e w  i n  t h e  a r t i c l e s  o f  J a p a n e s e  a u t h 0 玲
福 岡
第 4 5 同 H 人 小 児 神 経 学 会 , シ ン ポ ジ ウ ム
2 0 0 3
飯 淵 一 宇
非 侵 襲 的 脳 検 査 法 の 進 歩 と て ん か ん
福 岡
第 1 3 回 福 岡 ・ 久 留 米 て ん か ん 研 究 会 , 特 努 嚇 伎 淡
2 0 0 3
飯 沼 ・ ・ 宇
非 侵 製 的 脳 検 査 法
] 1 ! j j 〔
第 3 9 倒 小 児 放 射 線 学 会 , 招 請 誥 演
飯 淵 一 宇
外 来 小 児 科 と 医 学 教 育
仙 台
第 1 3 同 外 来 小 児 利 ' 学 会 , 基 訟 弗 祉 演
飯 沼 ・ 宇
挨 の 原 ノ 無 と し て の 小 児 科
1 Π 形
1 _ Ⅱ 形 艮 陵 左 計 捌 講 演 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ 一 宇
医 の 原 点 と し て の 小 児 科
大 河 原
県 ル 尹 川 亥 病 院 職 員 研 修 会 , 特 別 講 演
飯 沼 ・ 一 宇
小 児 け い れ ん と ヒ ス タ ミ ン
群 馬 薬 物 療 法 研 究 会 , 特 別 誥 演
ν 一  f
飯 沼 ・ 字
小 児 け い れ ん と ヒ ス タ ミ ン
r ; j イ 公
香 川 て ん か ん 研 究 会 , " 勿 1 1 講 演
飯 沼 ・ 宇
小 児 神 経 科 氏 を 月 指 す 若 き 医 師 へ の メ ヅ セ ー ジ
j 1 τ j ; (
第 4 6 回 Π 本 小 児 神 経 学 会 総 会 , 会 長 要 望 孤 演
飯 沸 ・ ・ ' 宇
小 児 救 急 を め ぐ る 諸 n 打 題
S o u t h e r n  T o h o ] く U  R e s e a r c l 〕  M e d i c a ]  c o n f e r e n c e , 1 S 知 上 苗 禅 i
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7 0
2 0 0 4
7 1
2 0 0 3
7 2
2 0 0 4
2 0 0 3
7 3
2 0 0 4
2 0 0 4
7 4
2 0 0 3
郡 1 _ U
2 0 0 3
75 飯沼・一宇
薬効を背景にしたてんかん治療
旭川てんかん研究会,牛1別誥演
飯Υ召・・宇
1悩機能向像解析とてんかん
錦22同北海道小児祁絲戀話会,特別講演
飯沼・一宇
近未来のてんかん医療
門水てんかん協会第31回全国大会,医療諧演
W込沼・一宇
ならぬことはならぬものです・・会河り排の教えと私
塩釜医師会生涯研修会,特別講演
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